
 

 

 

                            

                                         
                          

                                        
                                        
                                     
                                          

                               
                                        

                          
        
           
              
                  
               
                  
                    

               
     
     
       
    
          
             

                   
                                     

                  
                
                             

                    

                      

                           

                          
                           
                     
                                      



 

 

 

 

デジタ          シ テム GeoMx   ち          提案      シ グ セ シ ケ    失わ    う位置情報 保持 つ

つ 同じ表現型 持つ細胞集団 比較  が      

 

 

 

 

■     特長 

• 豊富な網羅的発現  デ タ 18000   RNA  取得 human/mouse Whole Transcriptome Atlas 

• 関心   識   位置情報 保持      十   百細胞レベ     が可能 

• FFPE検体  ち    が可能 

• 蛍光染色画像やヒ ト ッ など美     クト ある  デ タが取得可能 

• 国内 ボ 筑波大 内        煩雑な国外へ 検体輸送手  が不要 

 

■下記 関 研究に 

• デ  カバ  /ト   レ ショナ    チ 

• ト   ク  ト ム   検討 

• バ オ  カ  探索に 

• 腫瘍免疫 神経  分野など 

※ 文献例  ち      く さ  

https://nanostring.com/resources/publications/?paged=1&publication-type=geomx-dsp 

 

●【GeoMx  DSP   微小    オミク    特徴 】iLAC  

●RNA 20,000    タ ゲット 検出/570種類   タ  ク質 可視化 

(       Hum  /Mouse Whole Transcriptome Atlas) 

●  ク ダ セクショ 法  回収が困難 っ 微小      ることが可能 

    傷  ず  が可能  

●最大 4 色 蛍光染色  形態 的標識画像  とに PC モニタ   自由に選択  関心  (ROI)  目的に応じ           グ方法    

●FFPE     に対応(FFPE       提出    本    ) 

 関心  /     ROI/AOI  

https://nanostring.com/resources/publications/?paged=1&publication-type=geomx-dsp
https://nanostring.com/resources/publications/?paged=1&publication-type=geomx-dsp


 

 

 

■         

• ホ    固    ィ 包埋 FFPE 組織     

• 凍結 片  ※     製   別途   承り    

• 5μm 厚み 組織 片 念  め  枚連続 片  用意く さ    

 

                            

   様  規     あ ば 1      載   片        

 

 

Step.1 

〇     打ち      使用 ネ   human/mouse Whole Transcriptome Atlas 等  選択 

 

Step.2 

〇        ROI     

〇ROI...「     Region of Interest ROI 」 

  ROI     ズ 〜750umx650um 20倍  物レ ズ FOV  

  ROI推奨  ズ 200um   

  ROI     ズ 100x100um 感  バ    ウ   超え   十分な    

  WTA   ROI 200   細胞 必要     

〇morphology marker      ROI   

〇GeoMx       調製     取り込み ROI         オ ゴ      アウ     

 

･ア   用       4        物      全      装置 撮影         参考  て          組織    決   

    キ   利用  ば 各         組織コ    メ     細胞          行う         

 

 

ヒア          ネ       預 り 

ROI        GeoMx           力     



 

 

 

■         

• ホ    固    ィ 包埋 FFPE 組織     

• 凍結 片  ※     製   別途   承り    

• 5μm 厚み 組織 片 念  め  枚連続 片  用意く さ    

• 66 × 8  μ     面  なり    

• ROI 四角や円 多角 (任意  ) 設        66 × 8  μ   み     設     ん  

• ROI 四角 場  縦 横 長さ 円 場  面          

•   面 10µｍ※ 

※ROI   AOI 最少細胞  Protein   20個 RNA   200個がメ カ  推奨とな     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Step.3 

   

〇組織   や取得     など 報告書   めて 報告 

 

■基本納品物 

•   報告書 

•       よび      HDD  

 

■納期 

    け取り  30日～60日営 日 

 

■問 合わせ 

    iLAC  Eメ  ア レ  shinji.irie@i-lac.co.jp 

                        Eメ  ア レ   ichikawa@towa-sci.co.jp 

 

 

 

【主な  機関】 

 京大    医 部 

 北大    医 部 

北海道大  医 部 

筑波大    医 部 

千葉大    医 部 

埼玉医 大  

弘前大    医 部 

自治医 大  

 京慈恵 医 大   

国際医療研究セ タ  

他 

 

 

 

 

 

 

          

mailto:ichikawa@towa-sci.co.jp


 

 

GeoMx 検出可能蛍光波長 

GeoMx® DSP Optical Design  
 

 

 

 

 

 

DSP channel / Em max 

Excitation 

range 

Emission 

range 

Suggested Fluorochromes 

FITC / 525 nm 475 ± 35 nm 514 ± 30 nm 

AF488*, FITC, DyLight488, 

Fluorescein, 5-FAM, Rhodamine Green 

Cy3 / 568 nm 534 ± 20 nm 565 ± 24 nm AF532*, Cy3, PE, TRITC 

Texas Red / 615 nm 590 ± 20 nm 628 ± 32 nm AF594*, Texas Red, DyLight594 

Cy5 / 666 nm 643 ± 20 nm 692 ± 40 nm AF647*, DyLight650, Cy5, AF660 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


